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西中地区まちづくり計画の案・特別指定区域の

指定の案の縦覧が終了しました

西中まちづくり協議会では、平成２１年９月１６日～平成

２１年９月３０日の間、西中公会堂及び市役所都市計画課に

て、地区まちづくり計画と特別指定区域の指定の案につい

て、縦覧を行いました。 

田園まちづくり 

意見書の対応について、まちづくり協議会役員

会にて検討しました

提出されました土地利用計画に関する意見書について

は、１０月１９日（月）のまちづくり協議会役員会にて対

応を協議し、意見提出者への説明を行うことになりました。

また、図面の訂正についての意見も頂きましたので、再

度点検し、土地利用現況図の訂正を行いました。 

地区まちづくり計画と特別指定区域の案を議決

するため、まちづくり協議会総会を開催します

下記のとおり、西中地区まちづくり協議会の総会を開催します。この

総会にて、地区まちづくり計画の案と、特別指定区域の指定の案を議決

します。重要な総会になりますので、みなさん、是非ご出席下さい。や

むを得ず出席できない方は委任状の提出をお願いします。 

案内状と議案書は、追ってお届けします。 

●日時：平成２１年１１月２８日（土）午後７時から

●場所：西中公会堂

●議案：①西中地区まちづくり計画（案）について

②特別指定区域（案）について



お問い 
合わせ 

◆まちづくり協議会に関することは…

まちづくり協議会会長（           ）まで

（電話：                                       ）

◆田園まちづくり制度に関することは…

加古川市役所都市計画課（     ）まで

（電話：                                    ）

【田園まちづくり計画がなぜ必要なの？】

西中地区は一部を除き大部分が、市の都市計画で「市街化

調整区域※」に指定されています。

「市街化調整区域」では、無秩序な市街化を防止するため、

開発や建築が制限されています。

しかし、最近は…

①人口の減少、②空き地や空家の増加、③高齢化の進行、

④店舗や工場等の廃業、⑤既存宅地制度の廃止により新規

居住者の転入が困難などにより、集落の活力が低下した

り、将来の集落維持にも不安が生じています。

そこで、「田園まちづくり制度」により、

・町内会でまちづくり協議会を組織して、

・田園まちづくり計画を作成します。

そして、市の手続きを経て都市計画法に基づく、「特別指

定区域」が指定されると…

地域の活性化に必要な建築が許可されます

（市街化調整区域のまま一部の制限が緩和されます）

今回の特別指定区域（案）では、

・地縁者※の住宅の区域

・新規居住者用の住宅の区域

を定めて、新たな居住者を受け入れようとしています。

※市街化調整区域とは

市街化を抑制する区域とし

て、都市計画法により定めら

れています。

農家用住宅や農業用施設、

日常生活に必要な店舗等など

を除き、原則として開発や建

築が制限され、自然環境や農

業環境を守る区域です。

 

 

 

空き地や空家を有効

活用できなかなぁ

自然や農地を守

りたいね

集落の主な道路は

もう少し広くでき

ないかなぁ

○自然環境や農地、集落からなる田園地域で、“地域の魅力を活かした
暮らしやすいまち”をつくるのが、「田園まちづくり」です。

○それを実現するための手法の一つが、「特別指定区域」です。

○特別指定区域の指定とともに、「まちづくりに関する方針」や「まち

づくり構想」に基づく魅力的なまちづくりに取り組みましょう。

ここで、再確認！

※地縁者とは、志方小学校区

及び隣接大字（永室）に通

算 10 年以上居住したこと

のある人をいいます。 


